
 

  

同
窓
会
研
修

同
窓
会
研
修

同
窓
会
研
修

同
窓
会
研
修
バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー
案
内

案
内

案
内

案
内
    

『『 『『
千
人
同
心
道

千
人
同
心
道

千
人
同
心
道

千
人
同
心
道
を
ゆ
く

を
ゆ
く

を
ゆ
く

を
ゆ
く
    
大
谷
観
音

大
谷
観
音

大
谷
観
音

大
谷
観
音
・・ ・・
栃
木
蔵

栃
木
蔵

栃
木
蔵

栃
木
蔵
のの のの
街街 街街
』』 』』
    

 
 

 
 

 
 

 
 

古
道

古
道

古
道

古
道
をを をを
通通 通通
りり りり
大
谷
平
和
観
音

大
谷
平
和
観
音

大
谷
平
和
観
音

大
谷
平
和
観
音
・・ ・・
大
谷
石
採
掘
場
跡

大
谷
石
採
掘
場
跡

大
谷
石
採
掘
場
跡

大
谷
石
採
掘
場
跡
    

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
宿
場
町
栃
木

宿
場
町
栃
木

宿
場
町
栃
木

宿
場
町
栃
木
    
蔵蔵 蔵蔵
のの のの
街街 街街
をを をを
訪訪 訪訪
ね
る

ね
る

ね
る

ね
る
    

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
旅
情
豊

旅
情
豊

旅
情
豊

旅
情
豊
か
な

か
な

か
な

か
な
    
ふ
れ
あ
い
の

ふ
れ
あ
い
の

ふ
れ
あ
い
の

ふ
れ
あ
い
の
旅旅 旅旅
    

    

    
参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中
！！ ！！
 
 

 
 

 
 

 
 
先
着

先
着

先
着

先
着
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同
窓
会
員

同
窓
会
員

同
窓
会
員

同
窓
会
員
はは はは
返
信

返
信

返
信

返
信
は
が
き

は
が
き

は
が
き

は
が
き
でで でで
    

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
    
必必 必必
ずず ずず
連
絡

連
絡

連
絡

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

し
て
く
だ
さ
い

し
て
く
だ
さ
い

し
て
く
だ
さ
い
    
    

    
    
詳
細

詳
細

詳
細

詳
細
に
つ
い
て
は

に
つ
い
て
は

に
つ
い
て
は

に
つ
い
て
は
別
紙
案
内
文

別
紙
案
内
文

別
紙
案
内
文

別
紙
案
内
文
を
ご

を
ご

を
ご

を
ご
覧覧 覧覧
く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（（ （（
会
員
郵
送
中

会
員
郵
送
中

会
員
郵
送
中

会
員
郵
送
中
）） ））
    

九
月
二
八
日

九
月
二
八
日

九
月
二
八
日

九
月
二
八
日
（（ （（
水水 水水
）） ））
午
前
七
時

午
前
七
時

午
前
七
時

午
前
七
時
三
十

三
十

三
十

三
十
分分 分分

 
出
発

出
発

出
発

出
発
    

 
 行
田

行
田

行
田

行
田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

 午
前

七
時
十

五
分
集

合
 

募
集
人
数

募
集
人
数

募
集
人
数

募
集
人
数
・・ ・・
八
八
名

八
八
名

八
八
名

八
八
名
    
（（ （（
大
型

大
型

大
型

大
型
バ
ス

バ
ス

バ
ス

バ
ス
二
台

二
台

二
台

二
台
）） ））
    
    

    
参
加
費
用

参
加
費
用

参
加
費
用

参
加
費
用
    
七
〇
〇
〇
円
当
日
支
払

七
〇
〇
〇
円
当
日
支
払

七
〇
〇
〇
円
当
日
支
払

七
〇
〇
〇
円
当
日
支
払
いい いい
    

※※ ※※
バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー
申申 申申
しし しし
込込 込込
みみ みみ
後後 後後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

の
キ
ャ
ン
セ
ル

の
キ
ャ
ン
セ
ル

の
キ
ャ
ン
セ
ル
はは はは
規
定

規
定

規
定

規
定
に
よ
り

に
よ
り

に
よ
り

に
よ
り
    

取取 取取
りり りり
消消 消消
しし しし
料料 料料
をを をを
頂頂 頂頂
き
ま
す

き
ま
す

き
ま
す

き
ま
す
    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
問問 問問
いい いい
合合 合合
わ
せ

わ
せ

わ
せ

わ
せ
先先 先先
    
茂
木

茂
木

茂
木

茂
木
    
０
９
０

０
９
０

０
９
０

０
９
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２
５
４
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７

８
５
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７

８
５
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７

８
５
１
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道
場

道
場

道
場

道
場
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９
０

０
９
０

０
９
０
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８
０
５
２

８
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３
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５
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２

５
３
４
２

５
３
４
２
    

    

 

栃木市内旧郡、市庁 

    

  

 

栃木蔵の街（巴波川） 

 

大谷石・平和観音 

 

 
こ
れ
ま
で
の

こ
れ
ま
で
の

こ
れ
ま
で
の

こ
れ
ま
で
の
 
 

 
 

 
 

 
 
総
会

総
会

総
会

総
会
・・ ・・
幹
事
会

幹
事
会

幹
事
会

幹
事
会
・・ ・・
他他 他他
    

    

四
月

二
十
日

 
 
第

一
回
同
窓

会
幹

事
会
 

五
月

十
八
日

 
 
第

二
回
同
窓

会
幹

事
会
 

五
月

十
八
日

 
 
総

会
(
市
総

合
体

育
館

研
修
室

) 

六
月

 
八
日

 
 
第

三
回
同
窓

会
幹

事
会
 

七
月

二
十
日

 
 
第

四
回
同
窓

会
幹

事
会
 

 こ
れ
か
ら
の

こ
れ
か
ら
の

こ
れ
か
ら
の

こ
れ
か
ら
の
 
同
窓
会
活
動
予
定
表

同
窓
会
活
動
予
定
表

同
窓
会
活
動
予
定
表

同
窓
会
活
動
予
定
表
 

 八
月

十
七
日

 
 
第

五
回
同
窓

会
幹

事
会
 

九
月

二
一
日

 
 
第

六
回
同
窓

会
幹

事
会
 

九
月

二
八
日

 
 
バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー
(( (( 大

谷
石

大
谷
石

大
谷
石

大
谷
石
、、 、、
栃
木
市
内

栃
木
市
内

栃
木
市
内

栃
木
市
内
)) ))     

十
月

十
九
日

 
 
第

七
回
同
窓

会
幹

事
会
 

十
月

二
九
日

 
 
も
の
つ
く
り

も
の
つ
く
り

も
の
つ
く
り

も
の
つ
く
り
大
学
祭

大
学
祭

大
学
祭

大
学
祭
・・ ・・
市
民
大
学

市
民
大
学

市
民
大
学

市
民
大
学
 

十
月

三
十
日

 
 
同
窓
会
展
示
会

同
窓
会
展
示
会

同
窓
会
展
示
会

同
窓
会
展
示
会
 

十
一

月
十
六

日
 
第

八
回
同
窓

会
幹

事
会
 

十
一

月
二
九

日
 
同
窓
会
研
修
講
演
会

同
窓
会
研
修
講
演
会

同
窓
会
研
修
講
演
会

同
窓
会
研
修
講
演
会
 

十
二

月
二
一

日
 
第

九
回
同
窓

会
幹

事
会
 

一
月

中
旬
 

 
 
第

十
回
同
窓

会
幹

事
会
 

二
月

中
旬
 

 
 
第

十
一
回
同

窓
会

幹
事

会
 

三
月

中
旬
 

 
 
同
窓
会
交
流

同
窓
会
交
流

同
窓
会
交
流

同
窓
会
交
流
・・ ・・
活
動
報
告
会

活
動
報
告
会

活
動
報
告
会

活
動
報
告
会
 

三
月

中
旬
 

 
 
第

十
二
回
同

窓
会

幹
事

会
 

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記
    

今
年

三
月

に
創

刊
号

を
発

行
し

た
ば
か

り
で
 

す
が

、
第

二
号

を
発

行
す

る
こ

と
が
で

き
ま
 

し
た

。
ま

だ
ま

だ
未

熟
で

す
が

、
さ
ら

に
研
 

鑽
し

て
見

や
す

い
紙

面
づ

く
り

に
取
り

組
み
 

ま
す

の
で

ご
支

援
・

ご
協

力
お

願
い
し

ま
す

。
 

広
報
交
流
委
員
会

広
報
交
流
委
員
会

広
報
交
流
委
員
会

広
報
交
流
委
員
会
    
編
集
委
員

編
集
委
員

編
集
委
員

編
集
委
員
    

 
 
茂
木

幸
蔵

（
二

期
）

道
場
信

昌
（
四

期
）
 

 
 
米
田

英
作

（
四

期
）

中
村
葉

子
（
四

期
）
 

 
 
松
井

享
子

（
四

期
）

寺
田
泰

男
（
五

期
）
 

 
 
田
村

 
勲

（
五

期
）
 

総会 幹事会 

同窓会活動の案内と記録 
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「「 「「
積
極
的

積
極
的

積
極
的

積
極
的
なな なな
参
加

参
加

参
加

参
加
でで でで
成
長

成
長

成
長

成
長
す
る

す
る

す
る

す
る
同
窓
会

同
窓
会

同
窓
会

同
窓
会
に
し
よ
う

に
し
よ
う

に
し
よ
う

に
し
よ
う
」」 」」
 

 
 

 
 
行
田
市
民
大
学
同
窓
会
会
長

行
田
市
民
大
学
同
窓
会
会
長

行
田
市
民
大
学
同
窓
会
会
長

行
田
市
民
大
学
同
窓
会
会
長
    

    
          

        
      

 
          

        
      

 
          

        
      

 
          

        
      

 関
川

関
川

関
川

関
川
    
忠
彦

忠
彦

忠
彦

忠
彦
         
         
         
             

平
成

二
十
八

年
度
の

同
窓
会
の

総
会

に
て

、
 

 
 
八

須
前
会

長
の
後

任
と
し
て

就
任

し
た

関
川
で

す
。
 

昨
年

度
は
八

須
会
長

の
下

、
二

百
名

を
超

え
る
同

総
会
活
動

の
「

体

制
化

と
役

割
分

担
」

な
ど
を
展

開
し

、
幹

事
・

役
員

の
精
力

的
な

活

動
に

よ
り

「
研

修
旅

行
、
講
演

会
」

の
他

「
同

窓
生

交
流
会

や
意

識

調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
」

を
実
施
し

ま
し

た
。

６
期

生
を

迎
え
た

今
年

度

は
、

昨
年

度
の

活
動

を
更
に
推

進
し

、
組

織
体

制
を

充
実
さ

せ
、

会

員
の

皆
様

と
共

に
「

継
続
的
に

成
長

す
る

同
窓

会
」

の
構
築

に
向

け

展
開

し
て
い

き
た
い

と
考
え
て

お
り

ま
す

。
 

具
体

的
に

は
、

各
委

員
会

と
事

務
局

と
が

中
心

に
な

っ
て
年

間
計

画
（

別
表

）
の

実
行

を
推
進
す

る
。

特
に

事
務

局
の

仕
事
は

多
岐

・

詳
細

で
あ

る
の

で
、

維
持
継
続

性
や

専
門

分
担

な
ど

強
化
と

安
定

を

図
り

ま
す

。
昨

年
度

の
会
員
の

「
意

識
調

査
結

果
」

か
ら
の

意
見

や

要
望

を
で

き
る

限
り

適
用
し
「

で
き

る
事

や
る

べ
き

事
」
等

を
会

員

の
皆

様
と
共

に
取
り

組
み
ま
す

。
 

   
   
   
   課

題
課
題

課
題

課
題
と
し
て

と
し
て

と
し
て

と
し
て
    

一
、

幹
事
・

役
員
に

で
き
る
だ

け
多

く
の

女
性
参

加
を
目
指

す
。
 

二
、

継
続
性

と
新
規

性
か
ら
新

入
会

会
員

に
も
積

極
的
に
幹

事
・
 

役
員

に
就
任

し
て
も

ら
う
。
 

三
、

各
種
活

動
計
画

・
結
果
・

記
録

は
、

わ
か
り

易
く
引
継

者
が
 

使
い

や
す
い

も
の
と

す
る

。（
紙

と
電

子
デ

ー
タ
で

保
存
し
引

き

継
ぐ

）
 

四
、

委
員

会
や

事
務

局
及
び
実

行
グ

ル
ー

プ
で

は
、

会
議
等

の
欠

席

の
際

に
代

理
を

立
て

、
会

議
の

運
営

や
、

諸
連

絡
事

項
伝
達
の

不
行

き
届
き

を
防
ぐ

取
り
組
み

を
す

る
。（

代
行
者

の
設
定

）
。
 

以
上

、
抱
負

な
ど
述

べ
ま
し
た

が
、

会
員

の
皆
様

に
は
同
窓

会
 

 
 
活

動
へ
の

協
力
や

各
種
行
事

へ
の

積
極

的
な
ご

参
加
を
よ

ろ
し

く
 

 
 
お

願
い
致

し
ま
す

。
 

 

第
六
回
行
田
市
民
大
学
定
期
総
会

第
六
回
行
田
市
民
大
学
定
期
総
会

第
六
回
行
田
市
民
大
学
定
期
総
会

第
六
回
行
田
市
民
大
学
定
期
総
会
 

平
成

二
八
年

五
月
十

八
日
、
行

田
市

民
大

学
同
窓

会
定
期
総

会
が

グ
リ

ー
ン
ア

リ
ー
ナ
 

に
て

開
催
さ

れ
、
出

席
者
１
１

６
名

、
委

任
者
９

０
名
併
せ

て
２

０
６

名
と
な

り
過
半
数
 

超
で

総
会
は

成
立
し

た
。
議
長
選

出
に
続

い
て
、

各
部
会
の

委
員

長
よ

り
昨
年

度
の
活
動
 

状
況

の
報
告

と
平
成

二
八
年
度

の
組

織
、

活
動
予

定
の
発
表

及
び
審
議

が
行
わ

れ
た
。
 

議
事

の
主
な
内
容
は
次

の
通
り

で
あ

る
。
 

第第 第第
１１ １１
号
議
案

号
議
案

号
議
案

号
議
案

「
平

成
二

七
年
度

活
動
報
告

」
と

し
て
永
島

事
務

局
長

よ
り

幹
事

会
、

定
期

総

会
、

講
演

会
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
の
報
告

が
あ

っ
た

。
渡
辺
ク
ラ
ブ

活
動

委
員

長
よ

り
ク
ラ

ブ
活

動
状
況

、
パ
ネ

ル
展
示
、

同
窓

生
交

流
会

の
状
況
報
告

が
あ

っ
た

。
茂
木
広
報

交
流

委

員
長

よ
り
同

窓
会
Ｈ
Ｐ

、
研
修
バ
ス
ツ
ア

ー
、
広
報

紙
創
刊
号
発

行
の
報
告
が

あ
っ
た
。
 

第第 第第
２２ ２２
号
議
案

号
議
案

号
議
案

号
議
案

「
平

成
二

七
年
度
収
支
決
算
報
告

な
ら

び
に

会
計
監

査
報
告

」
を

会
計

担
当
藤

田
及

び
吉

田
監

査
か

ら
あ

っ
た

。
質
問

事
項

と
し

て
、
観
光
案
内
所

指
定
管

理
者
応
募
の
経

緯
及

び
、

規
約

に
慶
弔
費

の
取

り
扱

い
の
明
確

化
等

が
あ
っ

た
。
質
疑
応
答

の
結

果
、
今

後

の
検
討
課
題

に
し
た

。
 

第第 第第
３３ ３３
号
議
案

号
議
案

号
議
案

号
議
案

「
役

員
の
変

更
と

組
織

図
」

に
つ

い
て
永
島

事
務

局
長

よ
り

会
長

の
交

代
、

役

員
の
変

更
と

新
期
役

員
の
紹
介

が
あ

っ
た

。
 

第第 第第
４４ ４４
号
議
案

号
議
案

号
議
案

号
議
案

「
平

成
二

八
年
度

活
動

計
画

」
に
つ

い
て

各
委

員
会

の
活

動
計

画
、
臨
時

総
会

の
予

定
の
案
内

な
ど

各
委
員
長

よ
り
説
明

が
あ
っ

た
。
 

第第 第第
５５ ５５
号
議
案

号
議
案

号
議
案

号
議
案
「

平
成

二
八
年
度
収
支
予
算
書

」
に
つ

い
て
会

計
担
当
藤

田
よ
り
収

入
の
部

で

助
成
金

の
減
額

、
支

出
の
部
で
広
報

紙
を

年
２
回
発
刊
で
増
額

に
な
る
旨
説
明

が
あ
っ
た

。
 

第
１
号

議
案
〜

第
５
号

議
案
す

べ
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。

 
 
 

報
告

事
項
・
そ

の
他

と
し
て
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果
と
そ

の
対
応

に
つ

い
て
報
告
、
ク
ラ
ブ
活

動
 

状
況

に
つ
い

て
報
告

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

設
立

に
つ
い

て
の
説
 

明
が

あ
っ
た

。
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
そ

の
後

、
二
部

の
講
演
会

と
し

て
羽

生
市
郷
土
史
家
の
 

髙
鳥
邦
仁
氏

よ
り

、「
行

田
 
羽

生
加
須

の
古
墳

・
城
館
・

神
社
仏
閣
か

ら
読
み
解

く
郷
土

の
歴
史
」

と
題
し

講
演
が
 

行
わ

れ
、
盛
況

の
う
ち

に
終
了

し
た

。
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
（（ （（
米
田

米
田

米
田

米
田
    
記記 記記
）） ））  
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